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1 はじめに 

 

2011年 3月に発生した東日本大震災以降，東北地方

各地には今なお震災がれきが仮置き場に残された地域

がある．特に福島県内では，東京電力福島第一原発周

辺を中心に放射性物質を含む震災がれきが未だに処理

されずに残されている．仮置き場に一時的に置かれた

これらのがれきも未だにそのままにされている地域も

多く今後も仮置き場が増える事が予想される． 

本研究は，日本仮設㈱が開発しリース販売している

ecoMo systems(エコモシステム)に組み合わせられる

安価な空間放射線量計を試作開発することを目的とし

ている。現在広く使用されている放射線測定機器を組

み合わせた場合には，１台あたり 100 万円程度の追加

オプション製作が必要になる．この価格では，仮置き

場の様な臨時の現場での使用を想定した場合のレンタ

ル料が他のオプション料金に比べ高くなり利用しづら

く災害復旧事業に役立たない事が懸念される．そのた

め本研究では，１台20万円以下の信頼される放射線測

定機器を製作する事を目指す． 

 

２ 実験の概要 

 

 

*1：くらし環境系領域 

*2：もの創造系領域 

*3：日本仮設株式会社 

 

2.1 実証実験システムの設置場所 

 試作した実証実験システムは，福島県郡山市大槻町

内の民家敷地内に設置した．図１に設置地点の概略図

を示す．また，設置の全景写真を図２に示す． 

 

2.2 システム構成の概要と設置した機器 

 今回のプレ共同研究では，汎用の放射線測定機器と

エコモシステムを市販されているユニット電子回路を 

 

図１ 実証実験システムの設置場所 

 

    図２ 実証実験システム設置の全景 
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図３ 『ecoMo system (エコモシステム)』のシステム構成の概略 

 

使って組み合わせたシステムを製作した. 使用した

エコモシステムの基本構成の概略を図３に示す.将来

の共同研究では，このエコモシステムの各種計測器の

オプションとして本プレ共同研究を参考に安価な空間

放射線量測定装置の作製を目指している． 

設置したシステム機器は (A)記録・通信部，電源部

と(B)測定部の２つの部分に分けそれぞれ２つの保護

箱に収めて図４に示す様に設置した．それぞれの保護

箱内部の様子は図５，図６に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図４ 設置システムの機器収納の様子 

 

今回の試作システムでは，放射線の測定には手持ち

の汎用空間放射線量率計，日立アロカ(株)製TCS-172B

シンチレーションサーベイメータを用い(B)内に設置

した（図５参照）．この測定器は,現在もっとも広く用

いられている標準的な空間放射線量率測定機器であり

エコモシステムとこの測定機器の間に設けた電子回路

は(A)内に設置した（図６参照）．今回のシステムでは，

ソーラーパネルを２枚取り付けバックアップも含めて

商業電源は全く使っていない（図４参照）． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 設置したシステム機器(B)     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 設置したシステム機器(A) 
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2.3 実証実験期間 

 今回の実証実験は，平成 25 年 3 月 17 日に福島県郡

山市内の民有地内にシステム機器を設置調整後の翌 18

日から計測を開始した． 

 

３ 結果 

 

3.1 ＨＰ上のリアルタイム表示画面の制作結果 

 サーバー側の新たなシステム用プログラムの開発も

行った．観測データとしては，(空間)放射線量率の値

(瞬時値，平均値)の他に，空間放射線量の値に影響を

及ぼすと考えられる風速，風向の値，一般的な外気温

のそれぞれの平均値を用いた．ここで扱う平均値は，

10分間である．観測された値は，ホームページ(HP)上

で遠隔監視でき,図７にホームページ上に表示される

試作画面を示す．  

                         

 

図７ 環境放射線リアルタイムモニタリング表示画面 

 

 図８に送られてくる観測値の詳細な表示を示す．ソ

ーラー発電の状態は常時監視する必要がありバッテリ

ー電圧を他の観測値と同様にサーバーに送りその10

分の平均値を図８(下段中央)の様に表示させた． 

 

 

図８ 各観測値の表示画面の詳細 

 

3.2 保存データの整理結果 

 測定されたデータは，一旦サーバーと設置現場の機

器内部に取り付けられたUSBメモリに記録される．サ

ーバー側では，この測定値から日報や月報が容易に作

成できるソフトが組み込まれており．図９，図10にそ

の一部を示す．図９が，測定時刻と(空間)放射線量と

平均風量の表示例，図10が測定時刻と(空間)放射線量

と気温の表示例を示す．他にも測定されたデータを用

いて相互の関係を求める事ができる．図11に一例とし

て(空間)放射線量と平均風速の相関関係を示す． 

 

   図９ 空間放射線量と平均風量の表示例 

 

 

      図 10 空間放射線量と気温の表示例 

 

 

図11 空間放射線量と平均風速の相関関係 

４ まとめ 
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 今回のプレ共同研究では，汎用の空間放射線量率計

を携帯電話のデータ転送システムを利用した遠隔監視

システムに組み合わせた．一方2011年 3月11日に発

生した東日本大震災後に生じた震災がれきの仮置き場

では，安価な環境放射線リアルタイムモニタリングシ

ステムの設置のニーズがある．我々は，信頼できる空

間放射線測定機器の価格が上記の現場で広く普及する

上での最大のネックであると考え，共同で安価な測定

機器の開発を行う場合の事前の検討を行った．その結

果，空間放射線量の遠隔監視は汎用の放射線測定機器

を使って行える事が判った.これは，製造メーカーに設

置以前に相談し得た100時間以上の長期連続使用は出

来ないと言う回答と異なる結果であった.だだし,耐久

性には問題があり，その点を考慮した測定機器の開発

が必要であると考える. 

現在，放射性物質を含む震災がれきの処理は，低レ

ベルの物を除きまだ殆ど行われていない．しかし，福

島県内にはビニールに覆われた廃棄物(震災がれき)が

野積みされ一応隔離されて(ロープで仕切られて)いる

場所が多くある．これらの場所には，殆どの場合放射

線量を常時監視している様な機器の設置様子は見られ

ない．今後の共同研究で，この様な現場での安価な遠

隔監視システムが実現出来ればと考える．  
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